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ス
ト
ー
ブ
、
勉
強
室
の
あ
ん
か

な
ど
、
い
く
ら
注
意
し
て
も
し

す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
に
な
る
火
元
か
い
た
る
と

ー

あ を
ね
ら
う
犯
罪
で
す
。

｜

火
災
の
こ
と
は
申
す
ま
で
も

し
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
す
き

く
り
な
ど
。
す
べ
て
年
の
瀬
の

せ
わ
し
さ
に
つ
け
い
り
、
わ
た

り
・
あ
き
す
ね
ら
い
・
ひ
つ
た

中
で
い
ち
ば
ん
犯
罪
の
お
こ
り

」
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
た
つ
、

や
す
い
時
で
す
。
す
り
・
ゆ
す

ﾑー ｰー ﾑ
一

り
ま
せ
ん
。
冬
季
は
火
鞭
の

◎
暗
が
り
を
無
く
し
て
越
そ
）

年
の
瀬
を

◎
防
犯
は
春
、
夏
、
秋
、
冬

え
ま
な
く

◎
逆
反
問
わ
れ
て
渋
い
顔
、

故
を
お
こ
し
て
青
い
顔
、

邪
故
で
州
る
笑
い
顔

◎
飲
む
な
、
眠
る
な
、
無
耐

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
一

年
末
の
防
犯
・
防
火

あ
と
半
月
で
お
正
月
。
一
年

防
犯

発
行
所
育
癖
稗
町
役
場

綱
集
企
画
室

る
な
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事
業
実
施
の
も
と
に
な
る
基

胖
作
目
は
米
と
り
ん
ご
で
、
米

に
つ
い
て
は
、
小
田
川
地
区
土

地
改
良
撫
業
の
計
画
地
域
に
入

っ
て
い
な
い
川
術
の
女
坂
、
米

出
な
ど
の
水
田
九
十
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
区
画
整
理
を
行
な
い
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
刈
取
機
な
ど
の

こ
の
計
画
苫
を
地
元
、
県
、

股
林
省
が
さ
ら
に
く
わ
し
く
協

議
検
討
し
、
事
業
実
施
の
た
め

の
計
画
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ

る
と
い
う
段
取
り
に
な
る
わ
け

で
す
。こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
計
画

凹
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

鍾
蕊
蕊

栄
え
と
い
う
こ

と
で
す
。
一
方
、
東
北
や
北

海
道
は
去
年
以
上
の
不
順
天

候
で
、
正
に
一
喜
一
憂
、
空
を

仰
い
で
た
め
息
ば
か
り
つ
い

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

日
本
は
広
い
と
つ
く
づ
く
感

農業構造改善事業弘
大
金
木
農
場
長

森
敏
夫

今
年
は
西
南
暖
地
で
は
、

暑
熱
が
統
い
て
人
間
の
方
は

基
本
構
想

◇
昭
和
四
十
一
年
六
月
に
股
業
柵
造
改
善
覗
業
計
画
地
域
に
指
定
。

。
さ
れ
た
金
木
町
で
は
、
四
十
二
年
度
事
業
実
施
を
目
指
し
て
計
。

。
画
の
作
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
県
な
ら
び

。
に
股
林
省
と
協
議
す
る
た
め
の
予
備
計
画
杏
が
で
き
ま
し
た
。

大
分
う
だ
っ
た

よ
う
で
す
か
、

区
画
整
理
や
り
ん
ご
貯
蔵
庫

予
備
計
画
害
で
き
る

病
気
に
強
く
か
つ
多
収
な
ホ
ウ

ヨ
ク
、
シ
ラ
ヌ
イ
な
ど
と
い
う

品
種
が
作
り
出
さ
れ
た
せ
い
も

あ
り
ま
す
が
、
加
え
て
展
家
と

指
導
陣
が
一
丸
と
な
っ
て
、
土

つ
く
り
を
始
め
、
新
ら
し
い
栽

培
技
術
を
導
入
し
た
努
力
が
実

を
結
ん
だ
も
の
で
、
世
に
こ
れ

を
「
新
佐
賀
段
階
」
と
よ
ん
で

心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
特
に
佐
侭

県
で
は
昨
年
に
統
い
て
二
度
の

全
国
一
の
反
収
を
か
ち
と
り
ま

し
た
。
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
米

の
反
収
か
頭
打
ち
と
な
り
、
長

野
や
山
形
、
背
森
な
ど
寒
い
地

方
に
上
位
を
独
占
さ
れ
て
い
た

総
事
業
費
は
一
億
二
千
六
百

九
万
五
千
円
で
、
こ
の
内
沢
を

見
る
と
、
国
の
補
助
金
が
五
千

三
十
四
万
六
千
円
、
県
の
補
助

金
か
一
千
二
百
二
万
円
、
股
林

漁
業
金
融
公
庫
資
金
三
千
六
十

三
万
円
、
近
代
化
資
金
二
千
三

十
二
万
円
、
事
業
主
体
自
己
資

つ
い
て
は
、
艇
逆
の
縦
備
と
ス

ピ
ー
ド
・
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
導

入
に
よ
り
防
除
体
制
を
強
化

し
、
貯
蔵
庫
を
新
設
し
て
流
通

加
工
と
共
販
体
制
の
改
善
を
は

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酪
股
や
錐
期
な
ど
畜

産
に
つ
い
て
は
事
業
費
の
関
係

で
、
い
ま
の
計
画
で
は
と
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
第
二

次
の
計
画
で
と
り
あ
げ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
費

暖
地
の
稲
作
も
、

佐
伍
の
稲
作
に
刺

激
さ
れ
て
再
び
坤

収
の
可
能
性
を
見

出
し
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
暖
地

で
も
倒
れ
な
い
、

向
く
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
す

ひ
る
が
え
っ
て
北
海
道
は
ご

存
知
の
通
り
の
三
年
続
き
の
冷

害
で
、
北
海
道
農
業
に
お
け
る

稲
作
の
地
位
か
大
分
ゆ
ら
ぎ
か

け
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も

今
の
よ
う
な
貧
弱
な
展
政
が
続

く
限
り
、
米
に
代
る
有
利
な
作

目
を
見
出
せ
な
い
の
か
股
民
の

い
つ
わ
ら
ぬ
気
持
で
し
ょ
う
。

青
森
県
の
場
合
は
、
八
月
下
旬

か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
の
あ

の
救
い
の
好
天
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
、
九
五
と
い
う
作
況
に
こ

ぎ
つ
け
得
た
も
の
の
、
全
く
薄

氷
を
ふ
む
思
い
の
気
候
で
し

た
。
戦
前
な
ら
と
っ
く
に
大
不

作
に
な
る
こ
と
を
思
え
ば
、
今

更
な
が
ら
品
種
や
技
術
の
進
歩

に
感
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
身
近
な
金
木
地
方
の
稲
作

は
、
中
弘
南
と
は
比
べ
ら
れ
ぬ

ほ
ど
の
い
た
手
を
う
け
た
よ
う

股
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て

行
な
う
の
は
、
区
画
整
理
九
十

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
事
業
費
四
千

八
百
万
円
）
、
ト
ラ
ク
タ
ー
三

台
（
七
百
五
十
万
円
）
、
結
束

の
ほ
ど
県
な
ら
び
◎

香
が
で
き
ま
し
た
。
◇

金
一
千
二
百
七
十
七
万
九
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
．

事業費の

｜区切’

準
一
金

区分

額事
業
量

国服

県醤

公庫資金

50,346.000円

＃12,020,000円

蕊蕊
30,630,000円

近代化資金一 20.320,000円

自己賛金 12.779.000円

計 126,095,000円

型
稲
刈
取
機
八
台
（
四
百
四
十

万
円
）
、
股
道
一
千
二
百
十
九

メ
ー
ト
ル
（
四
百
三
十
七
万
円
）

ス
ピ
ー
ド
・
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
六

台
（
一
千
二
百
万
円
）
、
り
ん

ご
貯
蔵
庫
一
む
ね
（
三
千
百
万

円
）
、
股
機
具
格
納
庫
七
む
ね

（
五
百
万
円
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

で
す
。
生
育
が
七
日
か
ら
十
日

も
遅
れ
た
上
、
刈
取
後
の
長
雨

で
、
作
業
は
遅
れ
る
、
品
質
は

低
下
す
る
で
さ
ん
ざ
ん
の
目
に

あ
い
ま
し
た
。
供
出
米
の
八
割

は
三
等
で
、
二
等
は
百
俵
に
二

俵
か
そ
こ
ら
の
割
に
し
か
出
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
一
割
か

ら
二
割
の
減
収
と
い
う
こ
と

で
、
予
約
取
消
の
皿
も
馬
鹿
に

な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
七
、
八

月
に
は
町
当
局
や
普
及
所
な
ど

が
、
冷
害
回
避
の
手
あ
て
を
再

三
叫
ん
だ
の
で
し
た
が
、
な
か

な
か
思
い
通
り
に
行
か
ぬ
水
利

や
、
田
ん
ぽ
の
状
況
で
、
必
ら

ず
し
も
実
行
が
確
実
で
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
品
種
に
し

て
も
農
家
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
か

ら
の
選
択
が
強
く
、
思
わ
ぬ
不

稔
に
泣
い
た
方
も
あ
る
よ
う
で

す
。

公
明
選
挙
推
進
運
動
の
一
つ

と
し
て
、
金
木
町
選
挙
管
理
委

員
会
と
明
る
く
正
し
い
選
挙
推

進
協
議
会
で
は
、
町
内
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
か
ら
公
明
選
挙

の
標
語
を
募
渠
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
入
選
作
を
き
め

ま
し
た
。

応
募
者
数
は
二
百
二
人
で
、

こ
の
中
か
ら
優
秀
作
八
点
、
佳

作
二
十
点
を
決
め
た
も
の
で
す

邪
業
実
施
の
中
心
と
な
る
の

は
農
協
と
土
地
改
良
区
で
す
。

川
倉
土
地
改
良
区
は
区
画
整

理
九
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
川
倉

股
協
は
ト
ラ
ク
タ
ー
三
台
、
刈

取
機
八
台
、
ス
ピ
ー
ド
・
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
一
台
と
股
機
具
格
納

庫
二
む
ね
、
金
木
股
協
は
ス
ピ

ー
ド
・
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
ニ
台
と

一
一
一
十
三
三
ｔ
三
三
十
三
三
ｆ
’
’
一
一
三
十
三
三
ｔ
三
三
十
三
三
十
一
一
一

標
語
で
公
明
選
挙
を
推
進

明
る
く
正
し
い
選
挙

推
進
協
議
会

事
紫
一
弾
一

股
協
は
ス
ピ
ー
ド
・
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
ニ
台
、
り
ん
ご
貯
蔵
庫
一

む
ね
と
股
機
具
格
納
庫
二
む
ね

泌
良
市
股
協
は
ス
ピ
ー
ド
・
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
一
合
と
股
機
具
格

納
脈
一
む
ね
、
の
そ
れ
ぞ
れ
事

業
主
体
と
な
る
予
定
で
す
。

農
道
一
千
二
百
十
九
メ
ー
ト

ル
は
関
係
者
の
共
同
施
行
事
業

で
す
。事

業
実
施
の
年
度
は
昭
和
四

十
二
年
度
か
ら
四
十
四
年
度
ま

で
の
三
か
年
間
と
な
っ
て
お

り
、
区
画
盤
理
は
四
十
二
年

度
、
り
ん
ご
貯
蔵
庫
は
四
十
四

年
度
実
施
の
予
定
で
す
。

十
一
月
中
頃
の
風
の
お
だ
や

か
な
日
、
金
木
周
辺
は
田
ん
ぽ

で
焼
く
稲
わ
ら
の
煙
に
完
全
に

包
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実

は
金
木
と
言
わ
す
、
西
北
一
帯

は
こ
の
二
、
三
年
来
、
田
で
稲
を

こ
き
、
わ
ら
を
焼
き
棄
て
る
傾

向
が
ふ
え
ま
し
た
。
麓
ろ
く
べ

き
流
行
と
思
い
ま
す
。
人
手
か

足
り
な
い
、
わ
ら
の
利
用
価
値

が
な
く
な
っ
た
、
早
く
仕
事
を

終
っ
て
働
ら
き
に
出
た
い
な

ど
、
そ
れ
相
当
の
理
由
が
あ
る

わ
け
で
す
が
、
何
と
し
て
も
莫

大
な
わ
ら
か
烏
有
に
帰
す
る
さ

ま
は
見
る
に
し
の
び
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
何
れ
の
日
に

か
、
こ
れ
が
地
力
低
下
と
し
て

は
ね
か
え
っ
て
こ
な
け
れ
ば
よ

い
が
と
憂
え
る
ば
か
り
で
す
。

土
つ
く
り
も
人
づ
く
り
同
様
、

永
年
の
蓄
種
が
必
要
な
こ
と
を

考
え
る
と
、
出
来
る
だ
け
土
に

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
と

協
議
会
で
は
、
入
選
し
た
標
語

を
醤
い
た
四
角
塔
を
つ
く
り
、

街
頭
に
建
て
て
、
公
明
選
挙
の

推
進
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

入
選
作
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。一

優
秀
一

△
み
ん
な
で
協
力
正
し
い
選
挙

実
施
年
度

（
金
中
二
年
、
村
田
淳
子
）

△
心
も
は
れ
ば
れ
正
し
い
一
票

（
金
中
二
年
、
三
上
正
子
）

△
こ
の
一
票
売
る
な
買
う
な
捨

て
る
ま
い
（
南
中
三
年
、
山

中
窓
子
）

△
雨
親
の
正
し
い
一
票
子
に
光

る
（
南
中
二
年
、
沢
田
修
二

△
明
る
い
一
票
し
あ
わ
せ
ま
ね

か
え
し
て
、
土
を
守
り
育
て
た

い
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
も
っ
て
米
作
中
心
の
金

木
町
の
農
業
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
こ
の
地
方
の
椛
造
改
善

も
、
田
ん
ぽ
の
水
や
土
の
条
件

の
改
造
か
ら
手
を
つ
け
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

こ
の
ま
上
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ

と
い
う
保
守
的
な
考
え
は
世
の

中
が
進
ん
で
行
く
こ
れ
か
ら
は

退
歩
に
ひ
と
し
い
と
言
え
ま
し

ょ
う
。
水
に
心
配
の
い
ら
ぬ
田

ん
ぼ
、
今
日
は
こ
っ
ち
明
日
は

あ
っ
ち
と
い
う
の
で
な
く
一
箇

所
に
ま
と
ま
っ
た
田
ん
ぼ
、
そ

し
て
作
業
が
楽
々
と
出
来
る
乾

い
た
田
ん
ぼ
へ
と
作
り
か
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
小
田
川
ダ

ム
を
始
め
、
一
連
の
基
盤
整
備

は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
不
幸
に
し
て
大
分
も
た
つ

き
ま
し
た
。
反
対
の
為
の
反
対

サラシ

妊婦に腹帯を支給
該当者は民生課まで【

四
角
塔
に
標
語
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
】

町
で
は
四
月
か
ら
妊
州
に
腹
柵
を
支
給
し
》

て
い
ま
す
か
、
該
当
者
は
も
れ
な
く
申
訓
す
↓

る
よ
う
係
で
は
認
ん
で
い
ま
す
。

◇
該
当
者
金
木
町
に
居
住
し
、
母
子
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
妊
娠
五
か
月
以
内
の
妊

蝿
。

◇
申
誌
手
続
母
子
手
帳
を
持
っ
て
役
場
の

民
生
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

く
（
金
小
一
年
、
渋
川
穂
波
）

△
じ
ぶ
ん
の
力
で
明
る
い
せ
ん

き
ょ
（
川
小
四
年
、
泉
谷
照
子
）

△
み
ん
な
で
協
力
正
し
い
選
挙

（
川
小
六
年
、
成
田
洋
子
）

△
幸
せ
つ
く
る
明
る
い
選
挙

（
川
小
六
年
、
泉
谷
恵
子
）

が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
論

外
と
し
て
、
主
体
者
で
あ
る

べ
き
筈
の
農
民
が
よ
り
早
く

か
ら
こ
の
事
業
に
タ
ッ
チ
す

る
体
制
が
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
そ
も
そ
も
の
も
た

つ
き
の
原
因
が
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
ず
。
そ
れ
は
ま
た
、

ひ
と
り
農
民
の
方
女
だ
け
の

責
任
で
も
な
け
れ
ば
、
鰹
林

当
局
だ
け
の
蛍
任
で
も
な
い

こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
若
い
連

中
も
魅
力
を
も
っ
て
や
れ
る

稲
づ
く
り
に
す
る
た
め
に
町

当
局
を
始
め
、
農
家
の
方
友

の
真
剣
な
取
組
み
か
た
を
切

望
し
て
や
ま
な
い
次
第
で
す

十
一
月
二
十
三
日
記

△
▽

l■■”■●■■■■■■■■■■

今
町‘

一
！
駒
咋
辿
訊
蜘
駒
緋
鯉
卿
語
熱
烈
部日

一
め
に
、
人
間
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
薙
本
的
権
Ⅲ

Ⅲ
利
や
自
由
を
示
し
、
世
界
的
な
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
の
権
一

、

一
利
・
自
由
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
一

一
軒
祁
峠
珈
池
搾
鋤
梱
孤
砕
針
菫
四
吋
娼
伽
抑
畔
拠
袷
鍋
権
↓

一
ま
し
た
。

沖
国
際
連
合
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
採
択
さ
れ
た
十
二
一

一
月
十
日
を
〃
人
権
の
日
″
と
定
め
る
な
ど
し
て
、
同
宣
言
一

一■Dog■■■■■｡甘■､一■Ggq■■■■■■■■■■

》
－
月
「
名
誉
・
僧
用
の
尊
重
」
に
亜
点
を
お
い
て
、
全

一
回
枢
国
各
地
で
〃
人
権
の
日
の
災
い
〃
や
座
談
会
・

岬
ｎ
Ｕ
識
演
会
な
ど
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
釘
Ｉ
な
お
、
人
椛
問
題
の
相
談
や
人
椛
役
犯
の
救

一
第
轆
灘
駕
木
町
の
人
権
擁
謹
委
口
は
次
の

笹
木
正
己
（
金
木
）
、
白
川
兼
五
郎
（
金
木
）

一
鴫
海
民
之
助
（
掘
瀬
）
、
原
田
竹
三
郎
（
藤
枝
）

｜
近
藤
元
二
（
喜
良
市
）

■
一
・
８
４
６
９
９
８
９
Ⅱ
０
６
１
１
９
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
１
日
８
１
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
１
１
１
■
０
９
１
日
Ｉ
０
６
ｄ
Ｄ
８
Ｂ
■
０
１
日
■
■
ｒ
Ｐ
６
０
０
Ｉ
ｒ
０
■
■
９
０
９
９
７

二
★
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら

一
愚
騒
霊
蕊
箙
以

焉
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
【
日
本

三
；
，
‐
掴
懸
睦
礒
汁
一
操
唱
‐
‘
；
‐
‐
，
‐
‐
‐
，
…
‐
‐
！
‐
．
…
１
，
‐
…
‐
！

生
ま
れ
た
人

☆
成
田
一
俊

（
俊
蔵
長
男
）
藤
枝

☆
吉
崎
年
男

（
三
太
郎
二
男
）
大
東
ケ
丘

☆
中
谷
匡
克

（
照
肱
長
男
）
川
愈

☆
藤
本
貴
久

（
端
長
男
）
金
木

☆
白
川
孝
治
（
広
正
の
長
男
）

川
倉

☆
津
励
み
ち
子

（
陽
一
長
女
）
金
木

☆
白
川
研
美
子

（
弘
司
長
女
）
沢
部

☆
吉
崎
文
仁

（
支
治
長
男
）
那
瀬

☆
成
田
祐
子

（
収
二
女
）
中
柏
木

☆
浜
田
一
博

（
俊
蔵
長
男
）
掘
瀬

☆
神
菜
保
子

（
紙
惣
長
女
）
癌
瀬

☆
叫
海
孝
一

（
半
長
男
）
砺
瀬

■
■
Ⅱ
■
■
一
・
■
？
■
■
■
■
■
・
“
■
一
■
■
■
■
■
■
句
・
■
■
■
■
■
■
句
■
戸
冒
■
■
■
■
■
■
・
寺
一
■
■
■
■
■
■
句
句
宇
・
■
■
■
■
■
缶
画
■
・
日
■
■
■
■
・
Ｐ
』
■
■
Ｈ
■
同
■
■
や
。
“
一
■
■
■
同
■

｢人権週間」
10日まで12月4日から

り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
Ⅲ

今
年
も
、
法
務
術
か
中
心
と
な
っ
て
、
人
権
一

轆
癖
“
釧
唖
榴
韮
竺
埜
轆
醗
雛
塞
廻
酬
唾
岬
輌
一

と
し
、
「
世
界
人
椛
面
言
」
の
趣
旨
に
の
っ
と
一

ら

〃わ
人か
権｢KI
のに

日 お
〃い

の て

十も
日、

ま毎
で年
を十
司一

編
週胃
問かL一

鼎
§
（
十
月
届
出
分
）

☆
鋼
崎
史
丈

（
良
一
長
男
）
那
瀬

☆
小
野
押
也

（
正
一
長
男
）
中
柏
木

☆
山
中
英
鈴

（
幸
雄
長
女
）
粥
瀬

☆
大
橘
則
正

（
一
郎
二
男
）
喜
良
市

☆
工
藤
竜
治

（
武
司
長
男
）
喜
良
市

☆
藤
元
美
山
起

（
義
丸
長
女
）
喜
良
市

死
ん
だ
人

一
★
膿
行
ナ
ミ
（
八
二
）
川
倉

★
太
川
多
吉
（
六
二
）
金
木

★
弧
崎
み
な
（
七
二
）
茄
瀬

★
古
崎
な
か
（
七
九
）
癌
瀬

★
川
中
た
み
（
七
二
）
茄
瀬

★
葛
西
タ
カ
（
八
九
）
稗
良
市

★
岡
川
唯
古
（
八
ご
喜
良
市

★
加
滕
栄
（
三
○
）
葛
良
巾

★
今
爪
茂
（
二
五
）
喜
良
市

出
生
と
死
亡

１
１

一
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昭和41年11月25日（金）！

－

（2）．
－－一一一

農
地
を
旧
自
作
農
法
の
法

律
に
よ
っ
て
国
に
買
収
さ
れ

た
方
に
農
地
報
償
金
を
支
給

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
務
は
昭
和
四
十
一

年
四
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す

が
、
買
収
さ
れ
た
方
が
請
求

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

買
収
さ
れ
た
面
積
が
田
の

場
合
は
一
畝
歩
以
上
、
畑
の

場
合
は
二
畝
歩
以
上
（
畑
二

畝
歩
で
田
一
畝
歩
に
換
算
）

あ
れ
ば
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

買
収
さ
れ
た
当
時
の
所
騰

鐵鶏蕊
、、

町
で
は
〃
さ
び
れ
ゆ
く

公
卿
″
の
面
目
を
一
新
す

る
た
め
に
「
公
園
雛
備
五

か
年
計
凹
」
を
つ
く
り
、

芦
野
公
園
の
盤
伽
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
第
一
年
度

の
事
業
を
完
了
し
ま
し
た

農
地
報
償
の
請
求

ﾕ

四
十
二
年
三
月
ま
で
に

貼
T●

年次計画で充実はかる
者
が
死
亡
し
て
も
遺
族
が
請
求

で
き
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
金
額
は

△
一
反
歩
未
満
は
一
万
円

△
一
町
歩
以
下
は
一
反
歩
に
つ

き
二
万
円

△
一
町
歩
を
こ
え
二
町
歩
以
下

の
分
は
一
反
歩
に
つ
き
一
万
円

八
二
町
歩
を
こ
え
三
町
歩
以
下

の
分
に
つ
い
て
は
一
反
歩
に
つ

き
六
千
円

△
三
町
歩
以
上
の
分
に
つ
い
て

は
一
反
歩
に
つ
き
二
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
昭
和
四
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
時
限
法

｜
・
繩
銅
峠
峅
産
》
畔
」
「
癖
州
副

一
細
入
さ
れ
た
芦
野
公
園
は
、
三

十
六
年
に
児
童
動
物
園
、
三
十

七
年
に
椛
園
を
設
殴
、
四
十
年

に
は
太
宰
治
碑
を
建
立
し
て
観

光
地
と
し
て
の
条
件
を
徐
女
に

整
え
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
公
園
内
の
い
ろ

い
ろ
な
施
設
が
老
朽
化
し
、
桜
、

松
を
は
じ
め
と
し
て
、
虹
木
の

手
入
れ
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
殿
近
で
は
〃
さ
び

れ
ゆ
く
公
園
″
と
の
か
げ
口
さ

え
も
き
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ

こ
で
、
こ
の
汚
名
を
返
上

し
よ
う
と
「
公
園
整
備
五
か
年

計
画
」
を
た
て
、
充
実
し
た
公

園
の
造
吸
を
目
標
に
、
今
年
度

か
ら
事
業
実
施
に
入
っ
た
わ
け

で
す
。「

五
か
年
計
画
」
の
第
一
年

度
に
当
た
る
今
年
は
、
予
算
二

百
万
円
ほ
ど
で
演
芸
場
の
移
転

新
築
、
梅
園
の
さ
く
の
取
り
付

け
、
公
園
内
道
路
の
整
備
、
動

物
を
収
容
す
る
オ
リ
の
取
り
替

え
、
動
物
園
管
理
舎
の
地
改
築
一

な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

演
芸
場
は
、
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク

第
一
年
度
の
事
業
終
わ
る

雌
て
の
半
永
久
的
な
も
の
で
、

金
木
中
学
校
の
褒
側
に
移
転
新

築
、
梅
園
に
は
ビ
ニ
ー
ル
を
か

ぶ
せ
た
金
網
で
わ
く
を
め
ぐ
ら

し
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
毎
年
二
百
万

円
く
ら
い
の
予
算
を
注
ぎ
こ
ん

演
芸
場
の
新
築
や
梅
園
整
備

最
近
、
こ
う
い
う
例
が
あ

り
ま
し
た
。
金
木
の
あ
る
人

が
従
業
員
宿
舎
を
建
て
る
た
一

め
農
業
委
員
会
へ
許
可
申
請

を
出
し
た
が
、
県
知
事
の
許

可
が
来
な
い
う
ち
に
着
工
し
↑

て
し
ま
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
県
知
事
一

の
許
可
が
来
る
ま
で
待
つ
よ
↑

う
に
注
意
し
ま
し
た
が
、
柱
一

建
て
ま
で
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
県
で
↓

は
、
た
だ
ち
に
工
事
中
止
の
一

勧
告
を
し
、
工
事
を
取
止
め

さ
せ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
一

農
地
転
用
の
許
可
は
、
農
《

業
委
員
会
へ
申
請
書
を
出
し

て
か
ら
二
か
月
く
ら
い
か
か
《

り
ま
す
か
ら
、
農
地
を
転
用
（

し
よ
う
と
す
る
方
は
早
目
に

申
請
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
一

い
０
ア

ー
ノ
日
日
日
日
砥
Ｊ
Ｄ
１
Ｉ
、
ワ
乢
０
１
、
〃
Ⅱ
日
日
Ｂ
、
“
日
日
日
日
、
イ
０

で
、
シ
カ
、
サ
ル
な
ど
の
動
物

を
購
入
す
る
ほ
か
、
舟
藩
き
場

の
建
設
、
給
水
施
没
の
設
匠
、

つ
り
橋
の
建
設
等
数
之
の
事
業

を
行
な
い
、
い
つ
で
も
楽
し
め

る
公
園
の
実
現
を
は
か
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

【新築された演芸喝】

金
木
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
（
高
橋
松
太
郎
会
長
）
は
十

一
月
十
五
日
、
青
年
研
修
所
で

組
合
長
会
談
を
開
き
、
町
税
の

納
期
内
完
納
、
組
合
未
加
入
者

の
加
入
促
進
を
は
か
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
、
．
ま
た
任
期
満
了

に
よ
る
役
員
の
改
選
を
行
な
い

ま
し
た
。 年

内
完
納
を
申
し
合
わ
せ

未
加
入
者
の
加
入
促
進
も

納
税
組
合
長
会
議

◆
◆
一
三
言
◆
◆
・
三
一
言
◆
◆
三
三
一
◆
◆
・
二
言
・
◆
◆
二
二
二
◆
◆
『
二
言
◆
◆
三
言
・
◆
◆
・
三
三
一
・
◆
◆
皇
善
一
◆
◆
・
三
言
・
◆
◆
三
三
一
一
◆
◆
↑
一
一
言
一
軍
◆
◆
↓
二
言
｝
◆
◆
・
二
言
割
◆
◆
・
一
三
言
・
◆
◆
・
二
三

1

4

ト串

動

町
税
の
年
内
完
納
に
つ
い
て

は
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二

月
二
十
五
日
ま
で
を
町
税
完
納

推
進
月
間
と
定
め
、
町
民
に
納

税
の
促
進
を
呼
び
か
け
る
こ
と

に
し
、
組
合
加
入
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
組
合
長
が
中
心
に
な

っ
て
、
未
加
入
者
を
勧
誘
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
一
《 ブ掌 季－－承

も■吟

墓

１
１

琴'､，

シ〆
や

【 納税組合長会議】 【さくをめぐらした梅園】

沢
部
の
白
川
善
三
郎
さ
ん

に
県
ほ
う
賞

県
で
は
、
公
共
の
福
利
の
増

進
に
功
労
の
あ
っ
た
人
た
ち
や

広
く
県
民
の
模
範
と
な
る
人
た

ち
を
表
彰
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
の
受
賞
者
と
し
て
、
県
内

在
住
三
十
一
人
、
二
団
体
、
県

外
在
住
六
人
を
発
表
し
、
去
る

十
一
月
二
十
五
日
、
県
庁
で
表

彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
人
の
中
に
は
、

金
木
町
沢
部
の
白
川
善
三
郎
さ

ん
（
六
七
）
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
白
川
さ
ん
は
、
四
十
二
年

間
、
消
防
業
務
一
筋
に
生
き
て

き
た
功
績
を
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。ま

た
白
川
さ
ん
は
、
同
じ
功

績
で
昭
和
三
十
九
年
に
消
防
庁

長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
て
お
り
、

今
年
の
四
月
に
は
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
勲
六
等
瑞
宝
章
を
も

新
し
い
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

◎
会
長
高
橘
松
太
郎

、
副
会
長
木
村
金
利
、
中
村

本
真
、
櫛
引
政
雄

、
理
事
成
田
清
一
郎
、
小
山

内
義
美
、
土
岐
岩
五
郎
、
三

潟
正
芳
、
吉
田
与
七
郎
、
吉

崎
新
一
、
外
崎
栄
、
大
橋
喜

八
郎
、
鴫
海
金
四
郎
、
角
田

源
三
郎
、
田
中
清
一

、
監
事
津
島
正
次
郎
、
泉
谷

正
義
、
鴫
海
勲
、
新
岡
清
士

、
ミ
ミ
蔓
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
、
、
ミ
ミ
、
、

ら
っ
て
い
ま
す
。

白
川
さ
ん
の
話
Ｉ
県
か
ら
表
彰

さ
れ
感
激
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
身
体
の
統
く
限
り
消
防

の
た
め
つ
く
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

東
北
大
の
竹
内
教
授
を

迎
え
て
学
習
会

青
年
・
婦
人
・
家
庭
学
級

金
木
町
教
育
委
員
会
で
は
、

十
一
月
二
十
六
日
、
弘
前
相
互

銀
行
二
階
で
、
東
北
大
学
教
授

文
学
博
士
竹
内
利
美
氏
を
迎
え

て
、
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
、

家
庭
学
級
の
合
同
学
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
、
各
学
級
の
学

級
生
百
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
竹

内
教
授
の
「
教
育
」
に
つ
い
て

の
講
演
を
き
い
た
あ
と
、
「
家

庭
教
育
と
地
域
社
会
」
を
テ
ー

圭
ら
１
〕
券
Ｌ
Ｏ

マ
に
、
活
発
な
話
し
合
い
を
し

十
二
月
の
納
税

町
県
民
税
四
期

固
定
貴
産
税
三
期

保
険
税
四
期

十
二
月
三
十
一
日

【整備された動物園】

■

今
。

｝
・
叱
鍜
が
。
叱
伊
●
■
■
。
・
知
り
Ｇ
ｆ
・

訟
蝿
〃
・
孔
如
《
■
〆
廷
獄
Ｊ
欲
。

恥
，
、
ザ
．
襲
宝
，
．
●
唾
§
〃
●
鞭

》
聯
揃
《
》

鐇
料
鐸
迂
溌

蜂
嘆
謹
簿

》
蕊
繊
魂

》
鋤
総
》

》
簾
繊
《
↑

》
掴
繊
癖

鋲
鐇
鋲
熟
鍵
懲

。
”
ザ
．
。
児
ノ
。
品
ｖ
ｏ

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、
荊
気
や
け
が
な
ど
の

た
め
に
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
死
亡
し
た
場
合

に
、
老
齢
年
金
、
障
誓
年
金
、
祉
子
年
金
な
ど
の
給
付
を

行
な
い
、
生
活
の
安
定
か
そ
こ
な
わ
れ
る
の
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
■
Ｂ
■
■
●
③
眼
が
宮

そ
の
給
付
に
必
要
な
費
川
は
、
回
民

泊
熟
ツ
。
孔
如
《
■
〆
廷
訊
Ｊ
破
凸

》
轆
聯
癖
鱸
斯
呪
締
喝
琳
纈
鯉出

し
た
が
っ
て
、
老
齢
年
金
な
ど
国
民

》
鯛
獅
》
↑
謡
控
無
舗
鰔
戟
死
託
紬

。
。
。
。
ワ
グ
ロ
・
ロ
。
・
ｃ
Ｇ

ｏ
Ｄ
Ｔ
□
・
兇
ｐ
Ｆ
ｏ
品
ｖ
ｏ

に
一
定
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
が
納
付

さ
れ
、
あ
る
い
は
免
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

で
す
。保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
た
め
に
、
国
民
年
金
が
も
ら

え
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
き
ち
ん
き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

ﾘI

－


